
一 般 競 争 入 札 公 告

平成２４年２月１７日

独立行政法人労働安全衛生総合研究所

理事長 前 田 豊

１ 競争入札に付する事項

（１）件名及び数量

「平成２４年度（登戸地区）実験動物管理業務の委託 一式」

内容については仕様書による。

２ 競争参加資格に関する事項

（１） 契約を締結する能力を有しないと認められる者又は破産者で復権を得ていない

者でないこと。ただし、未成年者、被保佐人又は被補助者であって、契約締結のた

めに必要な同意を得ている者はこの限りではない。

（２） 以下の一に該当すると認められる場合は、その事実があった後２年間を経過し

ている者であること。なお、これを代理人、支配人その他の使用人として使用する

者についても同様とする。

① 契約の履行に当たり故意に工事若しくは製造を粗雑にし、又は物件の品質若しく

は数量に関して不正の行為をした者。

② 公正な競争の執行を妨げた者又は公正な価格を害し若しくは不正な利益を得るた

めに連合した者。

③ 落札者が契約を結ぶこと又は契約者が契約を履行することを妨げた者。

④ 監督又は検査の実施に当たり職員の職務の執行を妨げた者。

⑤ 正当な理由が無くて契約を履行しなかった者。

⑥ ①～⑤の一に該当する事実があった後２年間を経過しない者を、契約の履行に当

たり、代理人、支配人その他使用人として使用した者。

（３）官庁から指名停止を受けている期間に該当しない者。

（４）競争参加資格については、厚生労働省競争参加資格（全省庁統一資格）を準用す

るものとし、同資格の「役務の提供等」において、関東・甲信越地域の競争参加資

格を有する者であること。入札書の提出期限の前日までに、上記競争参加資格の写

しを提出すること。

（５）過去５ヵ年において、研究機関等（国、独立行政法人等を含む）との実験動物管

理業務委託契約の実績があること。

なお、上記の事実を証明するための契約書、仕様書の写しを下記期限までに提出

すること。

（６）仕様書Ⅱ（１）②で定める資格を証明する書類を提出すること。

（７）上記（４ （５）及び（６）の資料については、平成２４年３月１５日（木））、

までに下記４（１）まで提出すること。

３ 入札説明の日時、場所

日時：平成２４年３月６日（火）１４時００分

入札説明会に参加する場合は、当研究所総務課経理第二係まで平成２４年３月

５日（月）１７時までに連絡すること。なお入札説明会への参加は、入札参加の必

須条件ではない。

場所：神奈川県川崎市多摩区長尾６－２１－１

独立行政法人労働安全衛生総合研究所総務課経理第二係

ＴＥＬ：０４４－８６５－６１１１（代表）

ＦＡＸ：０４４－８６５－６１１６



４ 入札及び開札

（１）入札書の提出

入札書は郵送または入札会場への持参により受け付ける。

ただし、郵送する場合には、書留郵便等の配達の記録が残るもので開札日（平成２

４年３月１６日）の１１時までに必着のこと。

郵送先：〒２１４－８５８５ 神奈川県川崎市多摩区長尾６－２１－１

独立行政法人労働安全衛生総合研究所総務課経理第二係

（２）入札及び開札の日時、場所

日時 平成２４年３月１６日（金）１５：００

場所 〒２１４－８５８５ 神奈川県川崎市多摩区長尾６－２１－１

独立行政法人労働安全衛生総合研究所管理棟１階会議室

５ その他

（１）入札保証金に関する事項

入札保証金の納付を免除する。

（２）入札の無効

上記２に示した競争参加資格を有しない者のした入札は、これを無効とする。

（３）契約書作成の要否

要。

（４）契約に係る情報の公表に関する事項

独立行政法人が行う契約については 「独立行政法人の事務・事業の見直しの基、

本方針 （平成２２年１２月７日閣議決定）において、独立行政法人と一定の関係」

を有する法人と契約をする場合には、当該法人への再就職の状況、当該法人との間

の取引等の状況について情報を公開するなどの取組を進めるとされているところで

す。

これに基づき、別紙のとおり、当研究所との関係に係る情報を当研究所のホーム

ページで公表することとしますので、所要の情報の当方への提供及び情報の公表に

同意の上で、応札若しくは応募又は契約の締結を行っていただくよう御理解と御協

力をお願いいたします。

なお、案件への応札若しくは応募又は契約の締結をもって同意されたものとみな

させていただきますので、ご了知願います。



＜独立行政法人の契約に係る情報の公表＞ 

 独立行政法人が行う契約については、「独立行政法人の事務・事業の見直しの基本方針」

（平成２２年１２月７日閣議決定）において、独立行政法人と一定の関係を有する法人と

契約をする場合には、当該法人への再就職の状況、当該法人との間の取引等の状況につい

て情報を公開するなどの取組を進めるとされているところです。 
 これに基づき、以下のとおり、当機構との関係に係る情報を当研究所のホームページで

公表することとしますので、所要の情報の当方への提供及び情報の公表に同意の上で、応

札若しくは応募又は契約の締結を行っていただくよう御理解と御協力をお願いいたしま

す。 
 なお、案件への応札若しくは応募又は契約の締結をもって同意されたものとみなさせて

いただきますので、ご了知願います。 

（１）公表の対象となる契約先 
次のいずれにも該当する契約先 

① 当研究所において役員を経験した者（役員経験者）が再就職していること又は課

長相当職以上の職を経験した者（課長相当職以上経験者）が役員、顧問等として再

就職していること 
② 当研究所との間の取引高が、総売上高又は事業収入の３分の１以上を占めている

こと 
※ 予定価格が一定の金額を超えない契約や光熱水費の支出に係る契約等は対象外 

（２）公表する情報 
上記に該当する契約先について、契約ごとに、物品役務等の名称及び数量、契約締

結日、契約先の名称、契約金額等と併せ、次に掲げる情報を公表します。 
① 当研究所の役員経験者及び課長相当職以上経験者（当機構ＯＢ）の人数、職名及

び当機構における最終職名 
② 当研究所との間の取引高 
③ 総売上高又は事業収入に占める当機構との間の取引高の割合が、次の区分のいず

れかに該当する旨 
３分の１以上２分の１未満、２分の１以上３分の２未満又は３分の２以上 

④ 一者応札又は一者応募である場合はその旨 
（３）当方に提供していただく情報 

① 契約締結日時点で在職している当研究所ＯＢに係る情報（人数、現在の職名及び

当機構における最終職名等） 
② 直近の事業年度における総売上高又は事業収入及び当機構との間の取引高 

（４）公表日 
契約締結日の翌日から起算して原則として７２日以内（4月に締結した契約について

は原則として 93 日以内） 

（５）その他 
   応札若しくは応募又は契約の締結を行ったにもかかわらず情報提供等の協力をして

いただけない相手方については、その名称等を公表させていただくことがあり得ます

ので、ご了知願います。 
 

（別紙）



入 札 説 明 書

１ 競争入札に付する事項

（１）件名

「平成２４年度（登戸地区）実験動物管理業務の委託 一式」

（２）仕様書

別紙のとおり

（３）契約期間

平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日まで

２ 入札心得

（１） 入札価格は、仕様書に基づいて算出した価格により入札を行う。

（２） 落札者の決定に当たっては、入札書に記載された金額に当該金額の５％

に相当する額を加算した金額（当該金額に1 円未満の端数があるときは、

その端数金額を切り捨てるものとする ）をもって、当法人の規程に定め。

るところにより予定価格の制限の範囲内で申し込みをした者のうち最低価

格の入札者を落札者とする。

※入札書の金額は消費税抜きの額を記載すること。

（３） 入札書の形式は任意とする。

（４） 入札書の宛名は 「独立行政法人労働安全衛生総合研究所理事長」宛と、

すること。

」（５）入札書の表面に「平成２４年度（登戸地区）実験動物管理業務の委託

と記載すること。

（５） 入札書には、社名及び代表者名の記入、社印及び代表者印を押印するこ

と。

（６） 代表者以外の者が入札する場合は、委任状を持参すること。

（７） 入札書における金額訂正は行わないこと。

（８） 入札の最低価格が予定価格を超えている場合はその場で再度入札を行う

ので、そのための入札書を用意すること。

なお、郵送による入札の場合には再度入札には参加できない。

以 上



実験動物管理業務仕様書 

 

Ⅰ 概要 

(1)受託者は、動物の愛護及び管理に関する法律などの趣旨を踏まえ、厚生労働省などから出

されている動物実験の実施に関する基本指針やガイドライン等を遵守し、委託者(独立行

政法人労働安全衛生総合研究所)の動物実験施設での飼育管理業務を行うものとする。 

また、本研究所の動物実験に関する指針や動物実験施設利用に関する所内規定に基づき

業務を行うものとする。 

さらに、本研究所の動物実験施設を最良な状態で、しかも経済的に維持し、設備に障害

が発生しないよう万全な注意をもって運伝管理するものとする。 

 

(2)業務委託期間 

   平成24年4月1日～平成25年3月31日 

 

(3) 業務場所 

独立行政法人労働安全衛生総合研究所（登戸地区） 生物化学実験棟内（実験動物施設） 

 

Ⅱ 業務内容等 

(1)業務体制、要員および資格 

①受託者は、(3)「業務の内容」の業務内容を遂行するため、飼育管理業務に必要な要員

を確保しなければならない。 

受託者は、配属する飼育管理責任者および飼育技術者の氏名、経歴を記した書面および

資格を証明するものを、委託者に提出するものとする。 

②飼育管理責任者および飼育技術者は実験動物を適切に維持管理できる能力を有する者

とし、下記aとbに該当する資格および実務経験を有するものとする。 

        a 飼育管理責任者：(社)日本実験動物協会が認定する実験動物二級技術者以上の資

格を有し、実験動物の飼育管理に関する3年以上の実務経験を有する者。 

        b 飼育技術者： 実験動物二級技術者又は実験動物の飼育管理に関する1年以上の実

務経験を有する者。 

③受託者は、動物実験施設での飼育管理業務を行うため下記の人員数を配置するものとす

る。 

    飼育管理責任者 1名 

    飼育技術者   2名以上  

 

(2)作業時間 

原則として、作業時間は下記の通りとする。 

    ① 平日(月曜日～金曜日):   8時30分～17時00分(昼休み12:00～13:00) 

    ② 土、日曜日:             8時30分～12時00分 

    ③ 祝祭日(月曜日～金曜日): 8時30分～12時00分または8時30分～17時00分 

4日以上の連休が続く場合は、その期間中に最低1日は出勤し通常の作業を行う。 

 

(3)業務の内容 

①動物実験施設で飼育する動物に関する飼育管理業務全般に関すること 

イ 実験動物入荷時の検収・外観観察  



ロ 実験動物管理室長の指示による動物実験施設内での動物の移動および飼育機材の移

動・搬入・搬出 

ハ 動物の一般(生存)状況の観察、給餌、飼育室温湿度および給水ノズル等器具の点検 

ニ 異常（又は死亡）動物の早期発見と研究員への連絡、研究員の事前指示に基づいて死

亡動物の処置 

②飼育器材の洗浄・消毒および飼育エリアの清掃・消毒などの業務に関すること 

イ 動物ケージおよび給水瓶・ノズルの交換、洗浄、滅菌：1回/週 

ロ 汚物受け皿の交換、洗浄、滅菌：5回/週 

ハ 床敷の交換：動物匹数に応じて1-2回/週 

二 飼育ラック等の飼育器材の洗浄、消毒：1回/2ヶ月 

ホ 飼育室の消毒：床は5回/週、壁と天井は1回/1ヶ月 

ヘ 曝露室および動物が飼育されていない処置室の消毒：1回/週 

ト 廊下、作業室の清掃および消毒：5回/週 

チ 飼育室専用作業服などの洗濯の出し入れおよび滅菌：1回/週 

リ 長靴のオゾンロッカーでの消毒および所定場所への配置: 1回/週 

③オートクレーブ機およびラックウォッシャー機の日常管理、ケージウォッシャー機(動物

ケージ洗浄器)およびスクリーンクリート設備(動物飼育関係汚水浄化設備)の清掃およ

び点検に関すること。 

④飼育管理関連機材または機器が故障した時、適切に処置し、速やかに実験動物管理室長

（必要に応じ、関係研究員）へ報告する。 

⑤その他動物飼育管理上必要な業務 

動物実験施設を運営管理する上で必要な他の作業を依頼すること、または研究所職員と

共同で作業することを依頼する場合がある。 

⑥飼育管理責任者の業務 

飼育管理責任者は、動物実験施設での飼育管理業務に係わる全体統括業務（作業日報の

管理、作業者の勤務時間表の取りまとめ、実験動物管理室長への報告、必要に応じ、一

般研究所職員への連絡等)を作業全体の責任者として行う。 

実験動物管理室長への飼育関連機材と消耗品購入の依頼および管理を行う。動物入荷・

移動などの情報を記録・管理する。動物の飼育数、飼育場所、動物種などについての資

料を毎月、実験動物管理室長へ提出する。 

 

(4)業務に要する消耗品等 

飼育管理業務に要する消耗品等については、委託者が負担する。 

 

(5)引継ぎについて  

  受託者は、業務契約期間の初日より、(3)「業務の内容」の業務内容を円滑に履行できる

ようにすること。 

また、本契約満了後に受託者が変更になる場合、本契約期間の最後の一週間のうち、1-2

日程度の引き継ぎに協力すること。 

 

(6)協議事項 

飼育管理作業の細部について、 実験動物管理室長は飼育管理責任者と協議し、必要があ

る場合、別途指示することとする。 

 



Ⅲ 特記事項 

① 受託者は、本研究所の動物実験施設の管理責任者である実験動物管理室長と緊密な連

絡を取り、必要な協議を行った上、受託業務の万全を期するものとする。 

②受託者は、作業者の労働条件等について配慮し、勤務態度、接遇等について指揮・監督

するものとする。 

③受託者は、作業者が病気またはやむを得ない理由により、比較的長期に勤務出来ない場

合、代替員をして本委託業務に支障のないように措置するものとする。 

④委託者は、作業者について、本研究所の信用を失墜する等職務の履行上不適切と認めた

場合には、交替を求めることができるものとする。 

⑤作業者は、事故発生時その他業務上、管理責任者に報告する必要がある場合には、 次

のように連絡し、その指示に従って対処するものとする。 

   第1順位   実験動物管理室長 

        第2順位   総務課長 

         第3順位   経理第二係長 



年月 ラット（匹） マウス（匹） 合計 年月 ラット（匹） マウス（匹） 合計

平成23年2月 84 980 868 平成22年2月 66 802 868

平成23年3月 65 655 862 平成22年3月 53 809 862

平成23年4月 65 621 686 平成22年4月 51 773 824

平成23年5月 64 1,242 1,306 平成22年5月 51 734 785

平成23年6月 31 856 887 平成22年6月 46 926 972

平成23年7月 28 590 618 平成22年7月 46 897 943

平成23年8月 0 0 0 平成22年8月 21 984 1005

平成23年9月 0 0 0 平成22年9月 0 1107 1107

平成23年10月 0 206 206 平成22年10月 83 819 902

平成23年11月 0 257 257 平成22年11月 83 842 925

平成23年12月 78 354 432 平成22年12月 83 961 1044

平成24年1月 86 310 396 平成23年1月 83 971 1054

合計 501 6,071 6,518 合計 666 10625 11291

（参　　考）

飼育動物数

※平成２３年８、９月は省エネ対策により動物を研究所外の施設へ移動したため、０匹となって
いる。


